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　一般社団法人山梨県トラック協会（坂本政彦会
長　会員350社）では、社会貢献事業の一環とし
て、平成27年度から県内各地の会員の事業所の敷
地内に災害時に地域住民が活用できる「小規模備
蓄倉庫」を9市4町の延べ20ヵ所に設置している。

また、今年度中に総数
30ヵ所の設置を目標と
して、食料品・飲料水
や簡易トイレの備蓄を
行っている。あわせて、
地域住民への広報や
利用にあたっての行政
の関与等について定
めた「三者協定」を設
置市町村ごとに協会・
設置事業所・行政と締

結し、効果的な利用を目指している。
　協会では、平成26年に本県を襲った雪害の際の
教訓を生かし、東海地震や雪風水害等の複合災害
の発生時に、支援物資の物流システムを短時間に
構築するとともに、震災の際に必要となる支援物資
３日分程度の備蓄を進めるなど、災害発生直後の
物流インフラや連絡ルートの早期復旧確保のため
の体制づくり、震災時の被災者への支援物資の供
給が確実かつ容易に出来るような計画づくりを進め
ている。
　今回の倉庫の設置は、こうした社会インフラを担
う物流事業者としての役割に加え、地域住民への
貢献として、地域防災計画と調整を図りながら地域
住民の安心や安全に寄与していくこととしている。
現在の主な備蓄物資は、食料品・飲料水・簡易トイ
レ等であるが、今後、備蓄品の充実を行うとともに、

幹線道路沿いの協会会員の了承と協力を得なが
ら、同一市町村内であっても複数の箇所に設置でき
るように充実を図っていくこととしている。
　坂本会長は、災害時緊急物資提供について、「日
頃、会員事業者は朝晩に大型車が出入りし近隣住
民に迷惑をかけていることもあるので、非常時は積
極的に地域の力になりたい。運送事業者として物流
を支えながら地域にも役立つような社会的貢献を
継続していきたい。」と話している。
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「お顔そりドコ“なごみちゃん”」

シェービング（顔そり）技術セミナーの様子

設置された備蓄倉庫

調印の様子

●一般社団法人山梨県トラック協会

●一般社団法人山梨県鉄構溶接協会

　一般社団法人山梨県鉄構溶接協会（清水一彦
会長　会員61社）は、業界の人材確保のために、
社員の溶接技術の研修をはじめとして、溶接に携わ
る人材の裾野の拡大のため高校生に対する溶接
技術の講習などにも取り組んできた。
　平成27年度からは、協会の会員企業の新入社員

を対象に合同での集
合社員教育（ＯＦＦ－Ｊ
Ｔ）を行っており、これ
までの2年間で延べ
11社22名が受講して
いる。この講習は、新
入社員が溶接業界の
理解と仕事の基礎的
な知識を学ぶことで、
早期に実践型の人材

となることを目的に行われている。4月から8月まで
の延べ27日間で、社会人としての心構えやマナー、
コミュニケーション能力にはじまり、労働安全衛生や
安全管理、溶接・加工技術、製図やＣＡＤ、品質管
理、測定検査など、座学と実技の幅広いカリキュラ
ムが組まれている。3年目となる今年度は5社から
12名が受講した。
　4月5日の開講式で、清水会長は「社会人として
良いスタートをきるためにこの講習を有意義な機会
としてほしい。当業界で必要な技術資格は多く、意
欲をもって自己啓発に取り組めば未来は大きく広が
る。人と仲間を大切にして、この講習に参加する同
期の仲間と交流し切磋琢磨し、講習を終えて人間
として一回り大きく成長し、会社に役立つ人材にな
ることを期待したい。」と受講する新入社員に激励
した。

　中小企業における人材確保が厳しい中、協会で
は将来を担う高校生の技能向上や新入社員教育、
各種資格取得のための技能講習など人材育成・技
術向上のための一貫した取り組みを進めており、今
回の新入社員研修は、業界の人材定着を共同で
図っていこうという先進的な取り組みとして期待さ
れている。　　　　

●山梨県理容生活衛生同業組合  甲府支部

　県理容組合甲府支部では、理容師だけが認めら
れているシェービング（顔剃り）技術を見直すことを
目的に4月24日（木）にセミナーを開催し、組合員及

び組合関係者約50名
が参加した。
　理容室は男性専門
のイメージが強く、女
性の顔剃りも行ってい
るという認知度は非常
に低く女性には利用し
にくい環境にある。今
回のセミナーでは、女
性のお客様にアプ
ローチするための「女
性のお顔そりキャン
ペーン」企画のスター

トの一環として実施した。
　参加者は女性がプロの顔剃りを受けることで、自
分では出来ない細部の産毛や顔の角質除去によ
り、色が白くなり代謝が促進され肌環境が整うなど
だけでなく、美肌効果や代謝を促進しアンチエイジ
ングの効果もあることを学んだ。
　今回のキャンペーン実施に伴い、ご来店したお客
様に「地域の理容店」として親しみをもって頂けるよ
う県理容組合甲府支部では、ゆるキャラの「お顔そ
りドコ“なごみちゃん”」を制作した。甲府支部では加
盟120店舗にのぼり旗やステッカーを設置し、より
多くの人に地域の理容店の存在を知って頂き、利
用して頂けることを考えている。
　また、全国理容生活衛生同業組合連合会が認定
を行っている「BBシェービングマイスター」の資格
取得を組合員に推奨し、理容師のシェービング技術

の向上も目指している。
　三澤陽太郎甲府支部長は、「安価な大型チェー
ン店の進出など業界を取り巻く環境はより一層厳し
くなってきますが、経験豊富な熟練技術者による癒
しと美肌効果のある匠のシェービング技術をＰＲし、
これからもプロの技術とサービスを提供していきた
いと考えています。」と今後の業界の方向性につい
て語ってくれた。
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受講する新入社員を激励する
清水会長

5社の新入社員12名が5ヶ月間の講習にのぞむ


